
ＪＡ京都中央 ２０２４年４月２日 №６９８ 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

全農京都みのるダイニング提供メニューの検討会開催！！ 

 

営農販売課では、京おくらの早期出荷と省力化栽培を目的に試験を

行っています。 

試験は、水分コントロールが安易に出来る特殊な固化培土を使用し、

苗を育苗する試験です。 

苗を育苗することにより播種時のリスクを軽減できることや作期が

コントロールできるなど安定生産に向け、普及が期待されています。 

―ＴＡＣ information―  

３月２８日、京都ＪＡビルで株式会社Ｍｉｚｋａｎが開発したレシピメニューの提

供について関係者で協議検討会を開催しました。 

全農京都府本部が運営する飲食店「みのるダイニング京都ポルタ店」では、食品ロ

スの削減を目的とする『カンタン酢で使い切り！家計を応援！「もったい菜漬け」キ

ャンペーン』に合わせたメニューを採用し、お店で提供する取組みを行っています。 

同取組は、京都市、ＪＡ京都中央、全農京都府本部は、株式会社Ｍｉｚｋａｎと連

携し、「食品ロス削減」「野菜不足解消」「地域の消費」３つの課題を捉えて、〈野菜を

無駄なくおいしく食べつくす〉をコンセプトに事業を展開しています。 

当日は、特産品を使用したレシピメニューを関係者が試食を行い、提供メニューの

選定が行われました。 



 

異常気象による降雨にご注意を！！ 

 

①滞水している場合は、速やかにほ場の排水に努める。 

②液肥を施用し、草勢の早期回復を図る。 

③風雨による傷から病原菌が侵入し、病害の発生が予想されるため、こまめに観察し、

殺菌剤を散布するなど発生初期に防除を行う。 

④収穫可能なものは速やかに収穫し、また、播種直後で発芽不良の場合は、直ちに播き

なおしを行う。 

⑤土砂の流入や作土の流出等の被害を受けた場合は、排水後、異物や被害作物等を片付

けるとともに、土壌が固まらない程度に乾いたときに耕うんし、通気性を高め、以降

に作付けする作物が安定して栽培できるように努める。 

 

２～３月下旬にかけて例年にない長雨が 

続いています。 

排水対策には十分にご注意ください！！ 

▲2023年降水量 ▲2024年降水量 

◎技術対策 

期間 日 降水量（㎜）
第1半旬 1～ 5 26.5

第2半旬 6～10 1

第3半旬 11～15 9.5

第4半旬 16～20 8.5

第5半旬 21～25 35

第6半旬 26～29 30.5

第1半旬 1～ 5 27.5

第2半旬 6～10 2

第3半旬 11～15 30

第4半旬 16～20 10

第5半旬 21～25 32

第6半旬 26～31 87.5

２月

３月

期間 日 降水量（㎜）
第1半旬 1～ 5 0

第2半旬 6～10 10.5

第3半旬 11～15 4

第4半旬 16～20 12

第5半旬 21～25 9.5

第6半旬 26～28 0

第1半旬 1～ 5 2.5

第2半旬 6～10 --

第3半旬 11～15 9

第4半旬 16～20 28

第5半旬 21～25 29

第6半旬 26～31 23

3月

２月


